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１エリア６ｍＡＭロールコールは、下記の日時・周波数で毎週行われています。ど

なたでもお気軽にチェックインいただけます。日曜日の夜のひととき、是非一度

ワッチしてみてください。

日　時　毎週日曜日　２１時３０分から２２時３０分頃まで　

                                          （終了時間は多少前後します）

周波数　５０．５５０ＭＨｚ付近　モ－ド　Ａ３かＡ３Ｈ

キ－局（昨年８月以降、一度でもキー局を行った局）

ＪＡ１ＥＥＺ　田中　東京都豊島区　　　25ｍ高　11エレ　スパイラルレイ

ＪＩ１ＨＣＤ　梅村　東京都三鷹市　　　33ｍ高　７エレ３パラ

ＪＫ１ＯＮＮ　高田　東京都武蔵野市　　10ｍ高　２エレ  ＨＢ９ＣＶ

ＪＰ１ＥＶＤ　吉原　横浜市港北区移動　 4ｍ高  ２エレ  ＨＢ９ＣＶ

ＪＨ７ＯＺＱ　荒井　鎌ヶ谷市／富津市移動  6エレ２段スタック／6エレ八木等

７Ｋ３ＯＭＳ　青木　神奈川県伊勢原市　20ｍ高　８エレ八木

８Ｊ１ＡＫＭ  OP:JF3CGN滝沢　東京都昭島市（昭島市市制施行50周年特別局）

毎週キー局が変わり、チェックインいただく方にはご迷惑をおかけしますが、これ

も永くロールコールを行うためにキー局の負担を減らす工夫ですので、ご理解、ご

協力をお願いいたします。なお、キー局の担当予定は、ロールコールのインフォ

メーション、１エリア６ｍＡＭロールコールメーリングリスト等で発表されますが、

都合により予告無く変更することがあります。

１エリア６ｍＡＭロールコールでは、キー局を募集しています。臨時や１回限りで

も構いませんし、ローテーションに加わっていただければなお有り難く存じます。

身近なキー局までお知らせください。

１エリア６ｍＡＭロールコール
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１エリアＡＭロールコールでは、メーリングリストを開設しています。

ロールコールのキー局の連絡、チェックイン局リスト、インフォメーショ

ン等に利用しております。どなたでもお気軽にご参加いただけます。次の

いずれかの方法でご参加できます。

１． ＪＫ１ＯＮＮ(jk1onn@jarl.com) に参加希望のメールを送る。

２． 1amrc-subscribe@yahoogroups.jp に空のメールを送る。

３． ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://groups.yahoo.co.jp/group/1amrc/ を参照する。

なお、無手順の通信ソフトをお使いの場合は、２及び３の方法がうまく行

かない場合があります。その場合には、ＪＫ１ＯＮＮまでメールでご連絡

ください。また、参加者以外の投稿も受け付けるようになっていますの

で、複数のメールアドレスから投稿される方も、１つのメールアドレスで

の参加でＯＫです。

１エリアＡＭﾛｰﾙｺｰﾙﾒｰﾘﾝｸﾞﾘｽﾄ(1AMRC)について

１エリア６ｍＡＭロールコール2003年 8月3日～2004年 7月25日(51回分)の

                      チェックイン局数及びキー局

日　　付 キー局 参加局数 日 　　付 キー局 参加局数
2003/8/3 JK1ONN 2 7 2 0 0 4 / 2 / 1 JK1ONN 2 8
2003/8/10 JI1HCD 3 1 2 0 0 4 / 2 / 1 5 JP1EVD 1 5
2003/8/17 JP1EVD 1 9 2 0 0 4 / 2 / 2 2 7K3OMS 2 1
2003/8/24 JH7OZQ 3 8 2 0 0 4 / 2 / 2 9 JH7OZQ 2 6
2003/8/31 7K3OMS 3 2 2 0 0 4 / 3 / 7 JP1EVD 1 3
2 0 0 3 / 9 / 7 JK1ONN 2 4 2 0 0 4 / 3 / 1 4 JK1ONN 2 0
2003/9/14 JP1EVD 1 7 2 0 0 4 / 3 / 2 1 7K3OMS 2 5
2003/9/21 JI1HCD 4 0 2 0 0 4 / 3 / 2 8 JI1HCD 3 5
2003/9/28 7K3OMS 3 8 2 0 0 4 / 4 / 4 JP1EVD 1 1
2003/10/5 JP1EVD 1 8 2 0 0 4 / 4 / 1 1 JK1ONN 2 7
2003/10/12 7K3OMS 3 1 2 0 0 4 / 4 / 1 8 7K3OMS 3 0
2003/10/19 JI1HCD 4 2 2 0 0 4 / 4 / 2 5 8J1AKM 2 8
2003/10/26 JK1ONN 2 8 2 0 0 4 / 5 / 2 JI1HCD 2 8
2003/11/2 JP1EVD 1 1 2 0 0 4 / 5 / 9 JK1ONN 1 8
2003/11/9 JK1ONN 2 5 2 0 0 4 / 5 / 1 6 JA1EEZ 4 2
2003/11/16 7K3OMS 2 7 2 0 0 4 / 5 / 2 3 7K3OMS 2 3
2003/11/23 JH7OZQ 4 9 2 0 0 4 / 5 / 3 0 JP1EVD 1 9
2003/11/30 JI1HCD 3 7 2 0 0 4 / 6 / 6 JH7OZQ 4 2
2003/12/7 JP1EVD 1 3 2 0 0 4 / 6 / 1 3 JP1EVD 2 1
2003/12/14 7K3OMS 3 6 2 0 0 4 / 6 / 2 0 7K3OMS 2 0
2003/12/21 JK1ONN 2 3 2 0 0 4 / 6 / 2 7 JK1ONN 2 7
2003/12/28 7K3OMS 2 2 2 0 0 4 / 7 / 4 JP1EVD 1 8
2 0 0 4 / 1 / 4 JP1EVD 1 6 2 0 0 4 / 7 / 1 1 7K3OMS 3 0
2004/1/11 7K3OMS 2 0 2 0 0 4 / 7 / 1 8 JI1HCD 3 3
2004/1/18 JK1ONN 2 8 2 0 0 4 / 7 / 2 5 JK1ONN 1 6
2004/1/25 JI1HCD 3 8
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１エリア６ｍＡＭロールコール2003年 8月3日～2004年 7月25日(51回分)の

                      チェックイン局リスト

ＱＴＨの記入がある局は５回以上チェックインのあった局です。

コールサイン 回数 ＱＴＨ コールサイン 回数 ＱＴＨ コールサイン 回数 ＱＴＨ コールサイン 回数 ＱＴＨ

1 JA1KK 50 杉並区 JH1BSJ 1 JL1XVZ 1 JR2FVO 10 調布市

2 JA1BAC 6 江戸川区 JH1CWF 5 川越市 JM1GHT 1 7K2LBK 1

3 JA1BSR 1 JH1DXJ 26 立川市 JM1GNK 1 7L2IWN 1

4 JA1BSY 1 JH1HEJ 1 JM1MAX 3 7L2LTO 1

5 JA1CGC 1 JH1HYH 22 八潮市 JM1MOM 1 7M2ASO 1

6 JA1DGV 1 JH1JRE 1 JM1RAG 8 横浜市南区 7M2WNR 18 府中市

7 JA1DIG 1 JH1LMX 1 JM1RMI 1 7N2TNI 8 小金井市

8 JA1DKP 1 JH1LRL 2 JM1SZY 10 横浜市青葉区 7N2TRM 5 品川区

9 JA1EAR 1 JH1MBQ 6 厚木市 JM1WDJ 1 JE3NJZ 1

10 JA1EEZ 45 豊島区 JH1MIG 1 JM1WDT 1 JF3CGN 8 昭島市

11 JA1ERD 1 JH1PCJ 5 横浜市緑区 JN1UKN 2 JH3AKB 1

12 JA1FEI 40 川崎市宮前区 JH1PUL 3 JO1ALS 2 JH3BZS 1

13 JA1FWJ 35 西東京市 JH1RZY 1 JO1DGE 15 小田原市 JI3KHN 14 伊勢原市他

14 JA1HWI 1 JH1USR 1 JO1LVZ 4 JI3NPS 42 川崎市多摩区

15 JA1IOR 5 江戸川区 JH1YST 1 JP1EAC 1 JM3EPQ 1

16 JA1KDP 2 JI1DMC 5 夷隅郡 JP1EVD 12 横浜市港北区 JM3UAO 1

17 JA1NHV 1 JI1HBA 1 JP1GUW 14 川口市 JS3IAQ 2

18 JA1NZN 22 渋谷区 JI1HCD 28 三鷹市 JP1ILT 19 横浜市港北区 7K3EUT 3

19 JA1OXH 1 JI1IRC 1 JP1SAY 1 7K3OMS 14 伊勢原市

20 JA1RTS 11 練馬区 JI1RVX 8 戸田市 JQ1BVI 2 7K3PCI 2

21 JA1SEL 1 JI1WCP 44 江戸川区 JQ1LXI 9 川崎市宮前区 7L3SQK 4

22 JA1VZV 27 相模原市 JJ1DMS 1 JQ1NMF 1 7M3LKF 25 横浜市鶴見区

23 JA1WOB 1 JJ1EEC 2 JQ1SOA 5 太田市 7M3TVA 1

24 JA1ZEE 3 JJ1ERR 22 横浜市旭区 JQ1TCV 9 東山梨郡 7N3GJR 1

25 JD1BKW 2 JJ1FDS 1 JR1EMM 7 目黒区 JH4EIY 2

26 JE1BPO 2 JJ1GUW 3 JR1NHV 1 JJ4OWU 5 秦野市

27 JE1ELX 2 JJ1IDW 3 JR1OBC 28 目黒区 7L4PLA 13 厚木市

28 JE1MPR 9 川崎市多摩区 JJ1QKM 7 三浦市 JR1RNA 1 7L4UGW 2

29 JE1NZN 23 小田原市 JJ1SWI 1 JR1UJX 33 練馬区 7M4BBQ 1

30 JE1OOU 5 川崎市中原区 JJ1UDO 1 JS1HOR 16 東久留米市 7N4APM 1

31 JE1QKC 14 川崎市高津区 JJ1WPK 30 所沢市 JS1IVS 6 平塚市 7N4GRT 1

32 JF1AIF 5 西多摩郡日の出町 JK1BMK 10 茅ヶ崎市 7J1YAK 1 7N4TJS 1

33 JF1DMQ 2 JK1FLJ 1 7L1TTH 11 船橋市 7N4XKB 2

34 JF1JDG 22 横浜市港北区 JK1MIG 8 清瀬市 7M1CUN 8 稲城市 JA6DHZ 2

35 JF1LET 4 JK1MVF 1 7M1KHG 11 八王子市 JA6ELQ 1

36 JF1NPO 1 JK1NZM 1 7M1MAX 1 JA6HQQ 1

37 JF1XBQ 1 JK1ONN 21 武蔵野市 7M1XPR 33 横浜市鶴見区 JR6OUM 1

38 JG1AFE 2 JK1PIU 3 7N1NAI 2 JH7DEZ 2

39 JG1EMQ 1 JK1RGA 39 横浜市緑区 7N1XMD 18 小平市 JH7OZQ 26 鎌ヶ谷市

40 JG1GCO 2 JK1VVV 9 東久留米市 8J1AKM 1 JL7XBN 21 八王子市

41 JG1KVY 4 JK1XBR 1 JF2EHU 13 駿東郡 JM7GNL 1

42 JG1OHM 5 台東区 JL1HNR 1 JF2HEV 1 JR7KKV 1

43 JG1OPH 2 JL1KPM 5 羽村市 JF2QKA 1 JG8NQJ 3

44 JG1RUM 14 川崎市麻生区 JL1RUC 7 稲城市 JH2COZ 8 伊東市 JR8DAG 1

45 JG1XBH 6 武蔵野市 JL1THB 5 杉並区 JH2FQS 1 JH9UJB 6 武蔵野市

46 JG1XNW 11 板橋区 JL1UYE 4 JJ2GAZ 1 JH0CJH 6 伊勢原市

47 JH1APY 1 JL1WKR 1 JL2LRA 2

参加局の非常に多い都県 参加局のあった都道県

・東京都 ・茨城県 ・静岡県 ・長野県

・神奈川県 ・栃木県 ・愛知県

・埼玉県 ・群馬県 ・福島県

・千葉県 ・山梨県 ・北海道
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２エリア６ｍＡＭロールコールは本年で早や４年目になりました。大きな飛躍はあ

りませんが、ほぼ安定した参加局数があります。このロールコールの存在を知り、

新たに参加していただける局も時折あります。

ＡＭのモードで運用する機会がほとんど無い現在ではロールコールは貴重な存在に

なってしまった感があります。ロールコールこそはＡＭのモードを試す良い機会で、

自作ＡＭ機でチェックインされる局も多数おられます。

これからもロールコールがＡＭモードの興味への刺激になれば良いことと思います。

　ロールコールへの参加および当ロールコールグループで企画するイベントはどな

たでも参加できます。これまで　全国ＡＭロールコール　年末ＡＭロールコール　

ハムフェア　井戸吉一斉移動　等に積極的に参加し、ＡＭコンテスト　グランド・

ミィーティング　他　の行事も開催し、結構大勢の方たちに参加いただきました。

　" このロールコールはＡＭの電波の出せる方ならどなたでも参加できます。ＡＭ

のアクティビティ向上、連帯・親睦を高めるため行っています " 聞こえましたら

是非チェックインをお願いします。                         ＪＡ２ＡＺＺ 杉山

    日時  毎週土曜日 ２１：００～２２：３０頃まで

    周波数  ５０．６００ＭＨｚ付近にて

    キー局  第１・３週（尾張方面で担当）ＪＡ２ＡＺＺ，ＪＲ２ＪＫＬ，

                                        ＪＦ２ＱＫＡ, ＪＬ２ＶＸＲ

           第２・４週（三河方面で担当）ＪＦ２ＵＪＧ，ＪＦ２ＨＥＶ

           第５週     尾張・三河で交代または合同運用

    チェックインの受付  開始から２２：００頃まで

    インフォメーション  ２２：００頃からアナウンス

    追加のチェックイン受付  インフォメーションの終了後２２：３０頃まで

２エリア６ｍＡＭロールコール
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２００４年の参加局数　
局数の前はキー局（複数は合同運用）です。
Ａ－ＪＡ２ＡＺＺ，Ｊ－ＪＲ２ＪＫＬ，Ｕ－ＪＦ２ＵＪＧ，
Ｈ－ＪＦ２ＨＥＶ，Ｖ－ＪＬ２ＶＸＲ，Ｑ－ＪＦ２ＱＫＡ，
Ｆ－ＪＧ２ＶＳＦ，Ｎ－ＪＱ２ＳＪＮ，Ｔ－ＪＱ２ＳＡＴ
Ｋ－ＪＱ２ＫＪＸ

平均 35.1局
第１週 第２週 第３週 第４週 第５週

１月 ＱＶＫ３５ Ｕ　３８ ＡＱＫ３４ Ｕ　３４ ＡＵＶ  ３３
２月 ＡＱＶＫ３１Ｕ　３６ ＱＡ　３３ Ｕ　３５
３月 ＨＡ　２４ Ｕ　３４ ＱＡ　３７ Ｕ　３４
４月 ＡＶＫＱ３１Ｕ　３２ ＵＱＫ４２ ＱＡＫ４１
５月 ＡＱＫ２８ Ｕ　４６ ＱＫ　３１ ＡＪＶ２７ Ｕ　３８
６月 ＡＱＫ３７ Ｕ　４６ ＱＫＦ３３ Ｕ　４０
７月 ＱＫＪ３８ Ｕ　３８ ＱＫ　３３ Ｕ　３９ AJUQTK  ３１

２エリア６ｍＡＭロールコール参加局リスト（２００４年１月～７月末）

ＣＡＬＬ ＱＴＨ ＮＡＭＥ ＣＡＬＬ ＱＴＨ ＮＡＭＥ ＣＡＬＬ ＱＴＨ ＮＡＭＥ
ＪＡ２ＶＴ 岐阜市 中島 ＪＦ２ＨＥＶ 安城市 榊原 ＪＱ２ＤＸＢ 北区 堀田
ＪＡ２ＡＥＰ 半田市 加藤 ＪＦ２ＩＭＵ 中川区 尾崎 ＪＱ２ＥＹＵ 緑区 阪野
ＪＡ２ＡＰＨ 犬山市 鈴村 ＪＦ２ＫＷＭ 多治見市 奥村 ＪＱ２ＪＹＷ 西区 上田
ＪＡ２ＡＺＺ 西春日井郡 杉山 ＪＦ２ＮＭＹ 岡崎市 高木 ＪＱ２ＫＪＸ／２小牧市 岩下ＹＬ
ＪＡ２ＢＱＤ 碧南市 小笠原 ＪＦ２ＰＥＯ 一宮市 森川 ＪＱ２ＬＹＤ 南区 加藤
ＪＡ２ＢＺＹ 西春日井郡 森 ＪＦ２ＱＫＡ 春日井市 大橋 ＪＱ２ＳＡＴ 日進市 矢嶋
ＪＡ２ＣＦＱ 碧南市 角谷 ＪＦ２ＴＹＩ 常滑市 飯島YL ＪＱ２ＳＪＮ 南設楽郡 真木
ＪＡ２ＥＰＲ 土岐市 柴田 ＪＦ２ＵＪＧ／２ 豊田市 太田 ＪＳ２ＰＨＯ 宝飯郡 川名
ＪＡ２ＥＰＷ 久居市 小林 ＪＦ２ＶＮＶ 可児市 佐藤 ＪＦ１ＫＧＱ／２豊田市 秋本
ＪＡ２ＦＡＳ 尾張旭市 若杉 ＪＧ２ＢＲＩ 半田市 千田 ＪＩ１ＨＣＤ 三鷹市 梅村
ＪＡ２ＧＰＯ／２西加茂郡 安田 ＪＧ２ＬＧＡ 中村区 基常 ＪＡ３ＤＩＵ／３ 船井郡 戸田
ＪＡ２ＩＡＭ 大府市 野竹 ＪＧ２ＬＵＲ 丹羽郡 古池 ＪＡ３ＥＷＴ／３大・此花区中林
ＪＡ２ＩＪＶ 中川区 外山 ＪＧ２ＮＵＺ 日進市 加藤 ＪＡ３ＨＡＷ／３船井郡 長岡
ＪＡ２ＫＵＲ 西尾市 加賀 ＪＧ２ＶＳＦ 名東区 大鐘 ＪＡ３ＨＯＩ／３ 大・此花区嘉瀬
ＪＡ２ＬＬＳ 碧南市 山田 ＪＧ２ＸＣＯ／２ 土岐市 松原 ＪＡ３ＩＸＯ 吉野郡 中村
ＪＡ２ＭＷＢ 愛知郡 時田 ＪＩ２ＣＰＦ 知多郡 原田 ＪＡ３ＫＧＣ／３船井郡
ＪＡ２ＮＥＮ 上野市 池沢 ＪＩ２ＧＶＬ 可児市 鳥居 ＪＨ３ＢＤＢ／３豊能郡 入江
ＪＡ２ＮＵＯ 豊田市 酒井 ＪＩ２ＷＬＸ 日進市 中野 ＪＨ３ＧＮＭ／３船井郡 笠木
ＪＡ２ＱＩＷ／２西加茂郡 相良 ＪＪ２ＶＶＨ 西加茂郡 萩野 ＪＲ３ＧＯＸ／３大・此花区児玉
ＪＡ２ＲＩＥ 瀬戸市 木戸 ＪＪ２ＷＬＸ 鈴鹿市 山鹿 ＪＲ３ＪＷＲ／３大・此花区片山
ＪＡ２ＴＳＷ／２西加茂郡 仲垣 ＪＫ２ＨＧＢ 蒲郡市 三浦 ＪＥ３ＷＭＷ／３船井郡 鈴木
ＪＡ２ＵＢＹ／２西加茂郡 精盧 ＪＫ２ＪＭＣ 守山区 井ノ下 ＪＦ３ＫＵＵ／３豊能郡 長岡ＹＬ
ＪＡ２ＶＷＡ／２西加茂郡 波多野 ＪＫ２ＮＷＵ 刈谷市 近藤 ＪＦ３ＬＣＨ 山辺郡 永井
ＪＡ２ＹＣＫ 東区 さかいetc ＪＫ２ＵＹＸ 豊明市 前島 ＪＦ３ＵＣＦ／３ 八尾市 柳
ＪＨ２ＣＭＨ 日進市 木戸 ＪＬ２ＯＳＷ 西春日井郡 島田 ＪＦ３ＸＷＭ／３豊能郡 巽
ＪＨ２ＥＥＦ 東加茂郡 加藤 ＪＬ２ＶＸＲ 中島郡 道上 ＪＩ３ＢＸＬ 相楽郡 尾崎
ＪＨ２ＩＺＦ 知多郡 石井 ＪＬ２ＸＹＭ 春日井市 水谷 ＪＩ３ＧＫＨ／３ 豊能郡 神山
ＪＨ２ＫＢＳ 知立市 田中 ＪＬ２ＸＺＬ 丹羽郡 大西 ＪＮ３ＢＣＩ／３ 吹田市 山下
ＪＨ２ＱＢＶ 岡崎市 後藤 ＪＭ２ＭＨＱ 瀬戸市 土屋 ＪＡ４ＫＥＨ／３近江八幡市中村
ＪＲ２ＪＫＬ／２西春日井郡 熊澤 ＪＭ２ＷＳＮ 浜松市 白木 ＪＲ４ＶＦＣ／４深安郡 遠藤
ＪＲ２ＰＮＪ 四日市市 伊藤 ＪＮ２ＣＤＵ 港区 安田 ＪＡ７ＪＳＴ／２ 豊田市 田中
ＪＲ２ＲＺＲ 西尾市 石川 ＪＮ２ＥＶＰ 四日市市 千種 ＪＡ９ＰＺ／２ 羽島郡 萩原
ＪＲ２ＴＩＮ 岐阜市 後藤 ＪＮ２ＱＹＮ 豊田市 塚田 ＪＡ９ＪＸＣ 坂井郡 大橋
ＪＲ２ＵＬＳ 松阪市 中津 ＪＰ２ＢＱＢ 豊田市 高木 ＪＡ９ＯＪＵ 河北郡 円山
ＪＥ２ＣＢＱ 幡豆郡 木村 ＪＰ２ＫＬＰ 北区 岡島 ＪＡ９ＳＬＤ 氷見市 中川
ＪＥ２ＦＪＩ 蒲郡市 平岩 ＪＰ２ＫＵＢ 知多市 角田 ＪＡ９ＳＷＲ 氷見市 中
ＪＥ２ＨＯＬ 額田郡 小林 ＪＰ２ＮＫＫ 北区 岡島 ＪＡ９ＶＡＲ／９氷見市 釜田
ＪＥ２ＩＴＯ 可児市 上田 ＪＰ２ＯＭＵ 刈谷市 酒井 ＪＡ９ＶＱＵ 高岡市 今川
ＪＥ２ＴＡＤ 守山区 桐山 ＪＰ２ＱＣＸ 南区 原田
ＪＦ２ＦＭＹ 名東区 近藤 ＪＱ２ＡＣＭ 瀬戸市 中切
のべ１１８局  （参加局リストのＱＴＨは、参加局が主に参加した場所です）
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２エリアのロールコールは、クラブ制・会員制ではありません。どなた

でも参加できます。ロールコールを通じて、いろいろな実験等ができれ

ばと思っています。

また、年に何回かミーティング、忘年会、新年会等を行っています。ま

た、他のグループとの交流も積極的に行っています。どしどし参加して

いただければと思います。

また、キー局も同時に募集しています。ロールコールそのものをやって

みたいと思う方は、申し出てください。

ロールコールの結果・情報は、下記ＨＰに掲載しています。参考にして

ください。

http://www.6mam.com

名称　（新）６ｍＡＭマラソンコンテスト

目的　６ｍＡＭのアクティビティー向上

主催　６ｍＡＭ愛好会

日時　１年を１月～６月と７月～１２月に分け年２回開催

参加資格　国内の個人アマチュア局

周波数　５０．４００ＭＨｚ～５０．９００ＭＨｚ

モード　ＡＭ（搬送波のあるＡ３ＥとＨ３Ｅ）

部門　なし（但し表彰はエリア別とします）

呼び出し　特に定めません　

コンテストナンバー　ＲＳレポート交換の通常のＱＳＯ

得点　異なる局との完全な交信をもって１点とする

マルチ　交信日数

総得点　得点×マルチ
表彰　エリア別に上位３位まで表彰する（但し１０局未満のエリア

は１位のみ）。

2エリアＡＭロールコールグループ主催で下記のコンテストを行っ

ておりますＡＭの電波を出せるかたならどなたでも参加できます

奮ってご参加ください。詳細はホームページをご覧ください。

http://www.6mam.com
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９９エエリリアア６６ｍｍＡＡＭＭロローールルココーールル  

９エリアでは、２００１年１月より、毎月１回だけですが、６ｍＡＭによる

ロールコールを実施しております。 
このロールコールは、団体やクラブなどではなく、６ｍや無線全般に関する

情報交換、各局同士の親睦を目的として実施しています。６ｍＡＭが運用でき

る局であれば、どなたでも参加して頂けます。 
現在、ＡＭ変調での交信は、あまり聞く事が出来ませんが、ＳＳＢやＦＭと

違って一種独特の趣が感じられるモードです。ぜひ、９エリアにビームを向け

て参加してみて下さい。お待ちしております。 （カット：氷見から望む立山

連峰） 開催日時　毎月第二土曜日 （原則月１回)21:00～

周波数　　５０． ５５ＭＨｚ

モード　　ＡＭ （Ａ３， Ａ３Ｈ）
主なキー局　　ＪＡ９ＳＷＲ （富山県氷見市・なか）

ＪＡ９ＳＬＤ （富山県氷見市・中川）

ＪＡ９ＶＡＲ （富山県氷見市・釜田）

ＪＡ９ＶＱＵ （富山県高岡市・今川）

他各局

氷見市と羽咋市の間にある、碁石が峰（海抜４

３０ｍ）に、ＲＣのキー局のために集まった各

局
 キー局募集 

固定局、移動局、ＱＲＰ局、いずれもＯＫ。
キー局を広く募集しています。  
「一回だけやってもいい」も大歓迎です。  

＊＊＊インフォメーション＊＊＊

Info H.P.　　　　 http://www.fitweb.or.jp/~t-angel/

メーリングリスト　http://www.freeml.com/info/9amrc@freeml.com

問い合わせ　　　　ja9swr@jarl.com

「ちょっこ、いっぷくせんまいけ。ロールコールにいっぺん参加してみられ！」
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始めに

あなたも、６ｍＡＭのトランシーバを作ってみませんか。今でもトランシーバの自作

は可能です。このトランシーバに使用している部品はすべて「サトー電気」の通販で

入手しました。６ｍバンドでは、ＡＭモードがまだ活用されています。ＡＭでロールコー

ルを行っている地域も有ります。自作トランシーバでロールコールにチェックインしてみ

ましょう。

このトランシーバに使用している回路は、各ホームページや書籍で発表された回路

の寄せ集めです。どうですか、見たことの有る回路ばかりでしょ。

このトランシーバの名前は 「フェムト」です。私の設計力を自己評価し指数の単位で

１０のマイナス１５乗くらいと考え、この名前にしました。どうぞよろしく。

　２エリアロールコールグループでは、９４年９５年９８年の３回、６ｍＡＭトランシーバ

のキットを発表して来ました。最後の発表から大分期間が開いてしまいましたが、２０

０４年にキットを発表すべく準備を進めてまいりました。残念ながら今年の目標の一つ

である、予算１万円以内を達成できず、キットの発表は中止としました。しかし、回

路図だけですが発表しますので、自作愛好家の皆さんの参考になればと思います。

設計の仕様は２エリアのロールコールのグランドミーティングで話をしたら。ハンディタ

イプが欲しいです。周波数は５０．５５～５０．６２ＭＨｚをカバーして。ロールコール

にチェックイン出来る様に１００ｍＷは欲しいぞ。トランシーブ方式が必要です。予算

は、１万円以内 でね。皆さん、良い事を言ってくれました、私の実力も知らず、ト

ホホ･･･。
　

６ｍＡＭトランシーバ　「フェムト」　の紹介

　　　　２エリアロールコールグループ

　　　　　　　ＪＰ２ＯＭＵ／酒井　宏高

今まで、電池駆動のトラン

シーバなんて作った事ない

ぞ。トランシーブ方式は

作った事ないぞ。「まいっ

たなー」が最初の感想で

す。

でも、ハンディトランシー

バを一度は作ろうと考えて

居ましたから、遣り甲斐が

あります。全体の周波数構

成を決め、さあ実験です。
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受信回路はどうしよう

　ＡＭの回路だったら、Ｓメータを振らせる事も出来るＬＡ１６００で決定でしょう。ＡＦア

ンプは、お決まりのＬＭ３８６です。でも、困った、感度が悪いです。そしてＪＦ２ＮＭ

Ｙ／高木さんに教えてもらったのがＴＡ７３５８ＡＰです。ＦＭチュナー用のＩＣですから、５

０ＭＨｚにはぴったり。５０．７ＭＨｚからＶＸＯの４０ＭＨｚを引き、第一ＩＦの１０．７ＭＨ

ｚに落とし、次に１０．２４５ＭＨｚで第二ＩＦの４５５ＫＨｚに変換するダブルコンバージョン

です。これでも感度もバッチリです。

送信回路はどうしよう

　高木さんに頂いた回路図が有りました。４０ＭＨｚのＶＸＯと１０．７ＭＨｚをミックスして、

５０．７ＭＨｚが出来る。ＶＸＯは周波数の低い方に変化するので行けそうです。

次に電源電圧６Ｖで１００ｍＷが出せるトランジスタの、資料が有りません。こうなった

ら感と実験有るのみです。価格が安く高い周波数でもパワーの出そうなトランジスタを選

び、実験して決めました。変調回路はいつものＬＭ３８６です。

受信でＴＡ７３５８ＡＰが使えるのなら、送信にだって使えると考え実験をしてみました。

はじめは送信スプリアスに苦労させられましたが、周波数構成と適切な信号レベルを与

える事でスプリアスを低くできました。

あきらめた発振回路　２題

　ＬＡ１６００には発振回路が入っています。この回路で１０．２４５ＭＨｚの水晶が発振で

きたらトランジスタが１つ省略できますが・・・・とＴＡ７３５８ＡＰにも発振回路が入って

います。この回路で１０．７ＭＨｚの水晶を発振させると、１０．７０８ＭＨｚ、と少し高い

周波数になってしまいました。色々やってみましたが、下げられませんでした。
最後に

　設計中は上手く動かず、落ち込んだ時も有りますが、ロールコール各局の励まして 、゙

何とか完成のレベルに出来たと思います。まだまだ足りない所も有ると思います。皆さ

んのアイデアのスペシャル仕様が出てくる事を期待したいと思います。

感想、お問い合わせは、　http://www.6mam.com/　の掲示板にどうぞよろしく。
各局　ありがとうございました。 2004/7/21

参考資料＆ホームページ

ＣＱ出版社　アマチュア無線自作電子回路　

ＪＲ８ＤＡＧ局ホームページ、ＪＧ３ＡＤＱ局ホームページ、ＪＦ２ＮＭＹ局自作資料

ＶＸＯの実験

　４０ＭＨｚの３ｒｄオーバートーン水晶だと、周波数が目標の範囲になりませ

ん。次に水晶を並列としたスーパーＶＸＯなら安定度の良いものが出来ました。し

かし、これでは価格が高くなってしまいますので、安価な２０ＭＨｚの水晶で２逓

倍する方法に変更しました。電源投入直後に周波数変動が少し有りますが、

すぐ安定しますのでよしとしました。
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１　きっかけ

　AMでは何とか変調を深く掛けたいのですが、私の手元のリグは、なぜかAM
  モードでプロセッサが働きません。愛機スカイエリート６には、そもそもそんな
 機能はありませんし・・・

　という訳でコンプレッサの製作を考えていたところアナログデバイセス社

 SSM2166という ICを頂きましたので試作してみました。（Tnx JI1ARP）
２　SSM2166とは
　この ICはマイクアンプ、コンプレッサ、リミッタとノイズゲート機能を備えた
  １４ピンDIPタイプで、外付け部品がやや多いですが、まさに目的ピッタリの
  逸品です。　現物とデータシートはRSコンポーネンツ社http://www.rswww.co.jp
   で入手できますが、現物は取り扱い終了になってしまいました。(インターネットで
  検索すると米国内には在庫があります。04.8.1現在)

３　リミッタとノイズゲート

　コンプレッサ機能のデバイスは録音用などで多数ありますが、このICの良いとこ
  ろはリミッタ機能を標準で備えている点にあります。

  それも信号の頭をちょん切って制限するような乱暴なものではなく、アンプの

  ゲインを調節してピークレベルを抑え込む本格的なものですから、歪も気になりま

  せん。リミッタによってオーディオ出力レベルをオーバーモジにならない限界に

  設定できるということはAMモードでは不可欠の要素といえます。
ノイズゲートは、何も話してない状態でコンプレッサのゲインが上がってバック

ノイズを拾うのを防止する機能で、オーディオのスケルチのようなものです。

 モニターしていると話の間でバックノイズが急に聞こえなくなりますが、電波に

 乗せると伝送系のS/Nが悪いですから気にならないようです。

SSM2166を使ったコンプリミッターの試作

JA1VZV　水上高志

 
ノイズゲート領域 

Input level 

Output 
 level 

通常アンプの特性 

コンプレッサ領域 リミッタ領域 

ﾉｲｽﾞｹﾞｰﾄﾚﾍﾞﾙ 

ﾘﾐｯﾄﾚﾍﾞﾙ 

出力は圧縮されて、こん
な感じになります 

代表的な入出力特性 
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４　回路図

　  データシートを参考に適当に定数を決めて作ったのがこの回路です。

　指定無きコンデンサはセラミックおよびケミコン。
　抵抗は 1/4W5%カーボン。
（注）基板外の接続は適宜変更をお願いします。

　出力回路のトランスはアース回路を切り離すために入れていますが、ハムなどが乗らない場合は省略できます。

５　調整

　 調整には10～100mVあたりのオーディオレベルが測れる測定器とオーディオ発振器、変調度

   を測定するオシロスコープが欲しいところですが、オーバーモジさえ気をつければ聴感だけ

   で調整できないこともありません。

◇準備

① 配線を確認してください。

② 「Mic.Gain」と「Output Level」を70％の位置に設定してください。

③ 「Release Time」Slow、「Conp.Ratio」2:1、「Noise Gate」offに設定してください。

④ 出力側のTP（TA7540Pの６番ピン）にオーディオレベル計などをつないでください。
◇通電

⑤ 電源を入れて電圧（5V）と電流（ＩＣだけで7～10ｍＡ程度）を確認してください。

◇基板調整

① 入力から音声信号を入れ、徐々に大きくしていったとき、②のレベルが100mVで

安定するように「Rotation」ボリウムを調整してください。

目安としては１５％位の位置になります。

100mV以下の設定ではリミッタの効きが徐々に悪くなります。

② 入力テストポイントに30mVの信号を加え、②が95mV（ゲイン10dB）になるように「VCA Gain」

を調整してください。目安としては30％位の位置になります。

測定器が無い場合は30～50％位の位置にしておいてください。
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◇ 総合調整

③ ②で100mV出ている状態に戻し、オシロスコープなどで変調度を観測しながら

「Output Level」を調整し、過変調にならない位置に設定してください。

決めたら、以降は動かしてはいけません。

④ マイクから実際に音声を入れて変調音を聞きながら、変調が深くて騒がしくない範囲に

「Mic.Gain」を調整してください。

「Mic.Gain」をいっぱいに上げても音が小さい場合は⑦「VCA Gain」を100％位置まで回して

もかまいません。

⑩　「Noise Gate」onに設定し、変調音を聞きながら違和感が少ない位置に調整してください。

実際に送信して他の人に聞いてもらったほうが良いかもしれません。

⑪　「elease Time」と「Comp.Ratio」は音を聞きながら好みで決めてください。

    お勧めはSlow,2:1の設定です。

 入出力特性実測値 
（注）⑥Ｒｏｔａｔｉｏｎ Ｌｅｖｅｌ

を７８ｍＶに変更して調整した値です。 
本文のとおりに調整するとグラフ全体が

上方に約２ｄＢずれた特性になります。 
 
ﾉｲｽﾞｹﾞｰﾄの動作レベルは手持ち測定器で

は測定できませんでした。 

0dBu=0.7746V 

 

2.5:1 

  2:1 

–80  –70  –60  –50  –40  –30  –20  –10dBu 
              入力ＴＰレベル 

0 

–10 

–20 

–30 

–40 

入出力特性

出力ＴＰレベル dBu

６　おわりに

　　スカイエリート６につないでレポートを貰ったところ、変調が深く歪感はないとのコメント

を頂きました。　目論見どおり自然な音になっていると思われます。

　ただしRFの回り込みに弱く、スカ６では問題ありませんでしたが JST-245ではキャリヤが
10Wを超えたあたりから回り込みが生じ、回路図に示すように多少対策していますが取りき
れていません。　

高出力機への適用には

特に回りこみ対策が必

要のようです。

比較的容易に変調を深

くすることができるFB
な ICですが、いつまで
入手できるか判りませ

んので、興味のある方は

早めに入手されること

をお勧めします。

GL DX on AM mode. 73



自作のリグを展示していて「出力は？」と訊かれる事が良くあります。

たまたま展示していたリグが１０ｍＷ出力だったのでその旨を告げると

｢１０ｍＷですか？そんな出力では数メートル位しか飛ばないのでは？」

と返ってきました。そんな事はないですよ、と言ったものの、実際に１０ｍＷで

運用したらどうなるだろうと思い確かめてみる事にしました。

決行は2004年 6月 19日(土)。運用地として選んだのは、

愛知県豊田市焙烙山山頂（豊田市で一番高い山です。684m）。

同じ時間に２エリアＡＭ ＲＣが行われています。

キー局のＪＦ２ＱＫＡ大橋さんに宣伝して頂きながら違う周波数で

運用を開始します。しばらくたってコールがありました。

「信号は55だ、しかし音声にピーという変調が乗っている」とレポート。

音質はともかく、とりあえず１局ＱＳＯ出来ました。

その後４局とＱＳＯするも、急に雨が降り出し運用中止。

最長距離は約40km 10mWにヘンテナという組み合わせではまあまあの結果では

ないでしょうか。ちなみにピー音ですが、ＶＸＯの異常発振ではないかとアドバ

イスいただいたので（ＴＮＸ　ＪＲ８ＤＡＧ）早急に対策したいと思います。

10mw AM ＋ヘンテナでどこまで飛ぶか

使用リグ　FCZ#009 出力10mW 50MHz AM送信機

　　　　　FCZ#232 #009用 VXOを自作VXO回路に変更

今回は、VXO の異

常発振と雨天の

ため、十分に運

用出来ませんで

したが

リグを整備して

再びチャレンジ

したいと思いま

す。

JG2VSF大鐘　智巳
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最近、ＣＱ誌などで話題となっている、ＥＨアンテナを作ってみました。データ

や寸法など、さっぱり解らなかったのですが、ローカルのＪＡ９ＥＢＳ谷原ＯＭ

が先駆けて実験しており、その寸法データを聞きまして、雑誌の図を参考にして

作ってみました。

５０ＭＨｚ用ＥＨアンテナの実験
Ｎａｋａ／ＪＡ９ＳＷＲ

左の写真がその全形です。

材料は、全てありあわせのもので。

　心   材　　 塩ビ製の雨どいの筒、

          　　直径60mm  Ｌ＝約500mm

　銅   板　　 0.1mm　60mm× 200mm　2枚

　エナメル線　0.8mm　1000mmぐらい

　その他　    圧着端子　2個

          　 タッピンネジ2個

　　　　　　  同軸ケーブル5D2V約 10m

寸法は、φ60mmの筒に巾60mmの銅板を巻きつけ

ます。60mmの間隔をとり、下部にも巾60mmの銅

板を上部と同様に巻きつけます。

下部シリンダーから、50mmのところに、エナメル

線でチューニングコイルを作ります。何回か調整

しましたが、今回は、3.5ターンとしました。コ

イルの下部より下シリンダーの上部へ、コイルの

上部より、上シリンダーの下部へ約１10mm持ち

上げエナメル線で接続。

左写真は、給電部です。

給電は、同軸を直付けで、コイルの３／４ター

ンのところに給電しました。

他のコイルは使用せず、至ってシンプルな構造

です。コイルは、タッピンネジ止めすると楽に

作業ができます。

（ＣＱ５月号９４頁の図を参照しました。）
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５０ＭＨｚＥＨアンテナ使用実験
室内である程度まで、マッチングを取り、１０Ｋｍほど離れたローカルにレポート

をもらいました。何とか電波は飛んでいる事だけを確認。

しかし、やはり同軸の取り回しによって、１０Ｗ送信中にパソコンが突然シャット

ダウンしてしまい、これ以上の室内での使用は、恐くなって止めました。Ｈｉ

ＥＨアンテナ移動運用

奥に見えるのは、

先客の２ｍ用、１

５エレ×２×２

の巨大アンテナ。

氷見市碁石ヶ峰

駐車場（４００ｍ

Ｈ駐車場）へ移動

運用を行ってみ

ました。

ＥＨアンテナを

タイヤベースか

ら４．５ｍＨに水

平に取り付けた

様子です。

ポールには、普通のビニル

テープでぐるぐる巻き。
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最初は垂直にしてましたが、調整がうまくいかず水平に。しかし、アンテナアナライ

ザーで計測しながら、いざ上げてみると、高さによって（数十ｃｍ）、ＳＷＲが大き

く変化します。ポールなどを含めてまわりの影響を受けているものと思います。結

局、高さ、方向、同軸の取り回しなど試行錯誤しながら、ＳＷＲが約1.5～1.7で妥

協しました。

モービルに積んでいる設備は、ＩＣ７０６ＭＫ２とＡＴ１８０。

残りをＡＴ１８０でチューニングしながらの運用となりました。

交信レポート（出力３０Ｗ位）

　車載のＩＣ７０６ＭＫⅡにつないで、ワッチ。ノイズベルが低く結構静か？？

　１，ＢＶ５がＣＱ、５９でＱＳＯ。

　２，京都移動の局と５１にて交信。

　３，金沢の２文字のＯＭと５９。

　４，福井の２文字コールのＯＭと５５。

　５，富山市の局５９（ＦＭ）。

　６，県内移動局５エレと５９。　

　７，高岡の局と５１。

　と、言うわけで、２時間ほどで、７局との交信ができました。

総合評価？

　実質２５ｃｍＬのアンテナにしては、できすぎかなと感じました。当日、ＤＰと比

較はできませんでしたが、感覚的にＤＰよりは少し？劣るものと思われます。移動に

関しては、６ｍに関しては、ＤＰアンテナもコンパクトで気軽に運用できる事から、

ＥＨアンテナの用途は少なそうですが、このサイズでローバンドを運用した場合、大

きさとパフォーマンスを考えるとかなり有効だと思います。今回のＥＨアンテナもこ

れでよいのかどうか解りませんが、今後は、いろいろと内容が解明されるでしょう。

この記事は、あくまでも参考のみとして取り扱いください。
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１、はじめに

以前、50MHzにてJA1EEZ田中ＯＭとＱＳＯの際、「スパイラルレイ」をご紹介いただきま

した。もちろんその時は初めて聞く名称のため、形状のイメージが涌きませんでした。現

物を見ればすぐわかることですが、言葉での伝達には時間が掛かりました。このような中

でシロウトの私にうまい説明をしてくださいました。

 ①八木アンテナを想像する

 ②そのブームの先端と後端を左右の手でつまむ

 ③ブームの軸を中心として左右にねじる

 ④エレメントの前後ろが90°になるまでねじる

でした。

２、動機

単一の偏波面でないため乱れた偏波に強いとのこと、作ってみたくなりました。

しかし50MHzでは大きすぎてムリなため1200MHzにチャレンジしました。反射波（と思う）

を比較的多く経験する1200MHzには向いていそうでした。

３、製作にあたって

まずは普通の11 エレ八木を作るつもりで準備し、エレメント長、エレメント間隔を求め

1200MHz 用「スパイラルレイ」アンテナの製作

JK1BMK　青木一郎

ｴﾚﾒﾝﾄ ｴﾚﾒﾝﾄ長(mm) 間隔(mm)

D9

D8

D7

D6

77.5

63

42.5

D5

D4

D3

D2

93

86.5

87

65.5

97

D1

Ra

Re 111

37

20

17

別表

98

100

107×１５

91

91

92

93

94

95

(4)苦労  エレメントを9°ずつ、角度を付けることには苦労しました。方法はブームの

尾端に分度器を仮付けし、一ヶ所開けたら角度を読みながらブーム軸を回転させ、次の

穴あけに移りましたが多少のズレが出来てしまいました。

・他のエレメント：4mmアルミパイプ

・ブーム材質　　：12mm木製丸棒

・各エレメントは９°ずつ傾けてあるのでエレメントの前

後端では90°となる

(3)作業

木製ブームはエレメントの固定が楽で4mm穴に4mmアルミ

パイプを軽く打ちこむだけで、ネジ類や接着剤をつかわ

ず、丁度良く固定されます。

(移動用に作りましたので防水は未対策です)

・偏 　波 　面：楕円

・重　　　  量：135g

(2)構成

・給電エレメント：2mm 銅線によるフォールデッドダイ　

ポール、バランは不使用

ました。(別表参照)

(1)仕様

・エレメント数：11 エレメント

・ブ ー ム 長：730mm
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４、問題点

(1)エレメント間隔が等間隔になら

ず

「普通」の11エレ八木としたので当

然と言えば当然のことですが

50MHZ11エレ(JA1EEZ田中OM)の場合

は等間隔となっています。

(2)円偏波にならず

楕円偏波の模様です。

導波器の先に行くほど間隔が広がっ

たため、ブーム長に対して均一なエ

レメント間隔でないことが原因のよ

うに思います。そのため現在は設置

の際、垂直成分が多くなるようにセットしています。(先端エレメントを垂直とする)

５、使用感

受信の際、アンテナを振ってみると当

然信号強度が変化します。その時、相手

の位置方向と思えない向きからの電波

が一番強くなることを経験しました。

屈折や反射により乱れた偏波をうまく

捕捉しているように感じました。

６、定量的な数値の未把握について

参考としていただくためには利得をは

じめ、諸性能の数値を提示すべきと思

いますが測定機器の環境と力がないの

でご容赦いただきたいと思います。

せめてもう一本、同寸法で普通の11エレ

八木を作り、本アンテナとの比較を同時

に行えば多少の参考になったこととは思

いますがこれもせずに失礼をいたしま

す。

７、参考図書

①６ｍＡＭロールコールグループ

    [2003ハムフェア］パンフレット

②「作るＵＨＦアンテナ」ＣＱ出版社
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リグの写真

ＦＭ１０Ｗ機（上）

ＡＭ、１００ｍW、ＱＲＰＰ機（中

央）ＡＭ／ＦＭチューナーの筐体を

利用した１０Ｗ、ＳＳＢ機（写真下）

私の開局は昭和４９年です。兄が開局していたこともあり、私も従免を取得したのがアマ

チュアのきっかけです。開局当時、ＡＭが全盛期で我が家もＴＸ８８Ｄ，９Ｒ５９Ｄ，ＦＤ

ＡＭ３があり、主に３．５MHZと５０ＭＨＺでＱＲＶしていました。
　５０MHZではＥスポ発生時、１Wとスクエアローのアンテナで１、７，８，９，０エ
リア等の局と交信が出来ることが不思議で、夢中になってＱＳ０していたことを記憶してい

ます。また、最近のEスポと違って、ほとんど終日フェードアウトすることなく数日間続
いていた気がします。

　あれから社会人となり、１０年間ぐらい固定運用はＱＲＴ状態で、もっぱら、モービルで

１４５ＭＨＺ帯にＱＲＶしていました。また、半ば職務命令で上級試験取得となり、いまま

で興味がなかったＱＲＯ（５００Ｗ）の準備をしていましたが、ある日、山口市内で５０Ｍ

ＨＺの運用局が多いことを知り、再びＱＲＶすることとなりましたが、

ＲＩＧが無いため久しぶりに自作

することを思い、結局、ＦＭ，Ｓ

ＳＢ，ＡＭ機と５０ＭＨＺの３部

作を造りEスポを体験することと
なりました。また、アンテナの自

作も手掛けＣＱ誌にも数回記載さ

れました。今ではすっかりＱＲＯ

の興味も薄れ、６ｍマンの仲間入

りして山口各局と移動運用にも参

加しています。

特に６ｍＡＭのＱＲＰＰ（１００

ｍＷ）自作機でのＱＳＯは醍醐味

ですね。

いろんなアマチュアスタイルが

自由に出来る時代となりました

が、アマチュアの原点は「自作」と

「ＡＭ」にあると思います。開局３

０年になりますが、いつまでも

「ラジオ少年」であり続けたいで

すね。

シャックにて

　久保　政勝（くぼ　まさかつ）　山口県山口市在住

4 エリアアクティブ局紹介　ＪＨ４ＩＳＱ



23

ＪＡ６エリア・アクティブ局紹介 JA6AVT OP. 中村秀修
こんにちは、中村です福岡県糟屋郡より6m AMに QRVしております。

JA6AVTの開局はH10年11月、1973年JF1VXBで開局現在も保持しています。昼

は14/18MHzでラグチューか6mが開くとAM,SSB,CW,FMと何でも出ます。また

KH0M,V63HZ,KC6HN,T88HN,VK4AHN,JD1等でQRVしてきました。

KH0M,VK4AHN,JD1では6mでも多数のJA局等とのQSOも成功しました。

6mではHB9CV+50Wで3B9C,PY2XB,A52JA等QSO出来ました。JA1～3が開いて無

い場合は、ほとんどノーパイルなので、簡単な設備でも聞こえていればQSOの

チャンスがありました。

アンテナ：

3.5/7MHz 2band INV-Vee

10MHz SinglBand INV-Vee

14/18/21/24/282eleのCQ。

6mは 4eleと HB9CV。

144/430/1200MHz は各々

GP、(ほとんどでてません)

Rig:

6m:RJX-601+HL-66V

or FT-736+HL-66V

H F : T S - 8 5 0 + 8 1 1 A x 2

AMP200W outです。

アンテナの高さは6m 程で

す。国内Es.専用のため回

転しません。Hi

Es.シーズン専用で仮設置

のアンテナです。

隣にある電柱状のものは、

パンザマストでHFのQUAD

をのせています。

当地は夏のEsシーズン以外では6mの電波はほとんど聞くことがありません。

国内がOPENしている時はAMでCQを出していることがあるので、聞こえてお

りましたらQSO下さい。

高台にあり、隣は池なのでこんなアンテナでも飛んでいるようです。Hi
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６ｍ移動運用でのＡＭ運用

　私は常置場所にアンテナを上げていない為、もっぱら週末に移動運用にて６ｍを楽

しんでいます。ＳＳＢ、ＣＷ中心の運用である事は否めませんが、リクエストに応じ

てＡＭも運用しています。よってＡＭは、アクティブな諸兄と比べると初心者レベル

なのではないかと思います。感覚的にはＳＳＢで５５位でないと、ＡＭでのＱＳＯは

難しいのではないかと感じています。移動先でＡＭのリクエストを頂く場合は、ＣＷ

→ＳＳＢ→ＡＭと様子を見ながらの場合が多いのですが、場合によっては思いがけぬ

ＱＳＯもあります。

　まだ雪のちらつく今年３月初旬に柴田郡に移動した際には、伊勢原市移動局から

call頂きＡＭで交信成立。後で相手が３Ｗだったと知り、吃驚しました。またＥスポ
が良好の時には、50.60付近でＣＱを出してみる事もあります。Ｃａｌｌがあると変

調のレポートを頂くなど、ラグチューを楽しんでいます。

　ＣＷ又はＳＳＢでＣＱを出す事が多いのですが、信号強度に余裕がありそうな時

は、ＡＭのリクエストをしてみて頂ければと思います。ＱＲＭの状況等ではＱＳＹを

お願いする事もあるかと思いますが、ＡＭにもトライしたいと思っています。よろし

くお願いします。

7エリアアクティブ局紹介

柴

田

郡

川

崎

町

移

動

ＪＦ７ＧＤＮ　米澤友浩　
 E-MAIL：jf7gdn@jarl.com
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札幌近郊の６ｍ　ＡＭはコンテストかＥスポでも出ないと何も聞こえません。

ＪＲ８ＤＡＧ局のＨＰの「運用予告」を見てワッチし、変調レポートをもらっ

たりしています。もちろん、Ｅスポに気がついたらＣＱを連発していますの

で、よろしくお願い致します。

QTH 北海道　岩見沢市　［札幌から北東（旭川方向）へ約３５Ｋｍ］

RIG

   1. 自作AMRC696　（JR8DAG局設計）+M57735　リニアアンプ

   2. 自作　低電力変調

        （自分で巻いたDBMによる変調。ファイナルは2SC1969）送信機

   3. ＦＴ－８１７など

   4. １４ｍＨ　３ＥＬＥ　ＹＡＧＩ　

タワーが家屋に接近していて、かつエレベーターをつけている為、片支持に

せざるをえず、ＲＡＤＩＸに特注しました。デべロープでつるしていますが、

このくらいの大きさが限度かと思います。（キュビカルクワッドなら、何エレ

にでもできそうですが、、、、）

8 エリアアクティブ局紹介
ＪＡ８ＩＺＣ天野　健文

自作　低電力変調送信機
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ＪＨ０ＬＴＪ　岩野と申します、QTHは新潟県長岡市在住です。

開局以来25年間6ｍの虜になっています、MODEは SSB,CW,AM,RTTYに出没し、AMに

関しては０エリアには相手局がほとんどいませんので他エリアの局との交信がほとん

どです。また全体的に6mの局数が減り、新しい局がなかなか出て来ないのは寂しい

かぎりです。私のハムライフですが当然オペレートは大好きです、その他ＡＮＴ等の

自作も行っています。(冬場のコンデションの悪い時期にじっくりと)

お空で聞こえてましたら

気軽に声を掛けて下さい。

AM QSY OK OK!!

(写真は昨年の 6m A n d

Down のものです)

 (詳しいことはhttp://

www.ham.jp/~jh0rnn/re-

port/2003/6d.htmlを見て

下さい) TNX JH0RNN

0 エリア・アクティブ局紹介

設備ですが、固定は FT -

655S＋ AMP, 15.5mH/20mH

7ele Yagi× 2で

移動はFT-655, 7.25mH/

11mH 6ele HB9CV×2と外

見(見栄)で勝負していま

す。

移動用6ELE　HB9CV

移動用

ベルトドライブロテーター

JH0LTJ 岩野 靖
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自己紹介

住所　新潟県新潟市

固定設備

Rig　IC－ 756　　ANT　６EL Yagi　14ｍH

移動設備

Rig　IC-706mk2　　7EL Yagi     10mH

     FT-817       4EL HB9CV   4mH 等

6mAM大好きなのですが、新潟市近郊ではQRV局が皆無に等しい

状況です。それでも、毎晩ローカル局と 50.550MHzでラグっております。

昨年、9エリアAMロールコールにチェックインさせていただきました。

いつかは 0エリアでもAMロールコールが実現出来たらと思っています。

阿賀野市最高峰 「菱ヶ岳　974m」での運用風景です。

0 エリア・アクティブ局紹介

JG0GJG 鈴木　巌
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日本最西端からのＱＲＶ

                                                         文責：ＪＥ３ＮＪＺ　皆田高志

＜はじめに＞

６月４日から７日までの予定で本邦最西端の島嶼である与那国島（沖縄県八重

山郡）に移動してきました。今後現地に移動される方のため簡単ながらも現地の

様子などレポートにまとめましたのでご参考として頂ければ幸甚です。

＜長い道中＞

昨年の波照間島また一昨年の西表島共、石垣島から高速船での移動でしたが、

与那国島は石垣島からは直線で100km以上あります。石垣島からフェリーの便

もありますがメンバー全員現役のサラリーマンで何とかやりくりして休みを

取って来ているので時間の節約のため更に石垣島から空路与那国島に入る経路

を選択しました。これにより私は今回初めて、国内線３路線・乗換え２回を経

験しました。自宅を６時過ぎに出て、羽田から那覇、那覇から石垣、石垣から

は更にプロペラ機で与那国まで、待ち時間も入れると片道10時間以上の長旅で

した。羽田－那覇・那覇－石垣間は便数も多いのですが、与那国－石垣間は一

日２便のみですから、それにあわせて羽田出発の便を決めました。（時刻表は

JAL(RAC)のWebサイトに載っています）

（メンバー左から JE3NJZ・JJ1EQW・
            JA0KNM/日本最西端の碑にて）

＜きっかけ＞

　職域のハムクラブメン

バー有志が従来から E s
シーズンに合わせ I O TA
サービスも兼ねて沖縄の離

島各島に移動していて、私

はそれに後から参加する形

で一昨年の西表島移動から

参加するようになりまし

た。基本的には毎回移動地

(島)は変えることになって
いて、昨年が南の端の波照

間島だったので、次は西の

端に行こうと言うことに

なったのが直接のきっかけです。正直結構簡単に決まってしまうのです･･･。



29

尚、同軸は多少のゲインロスは覚悟で軽くて扱い易い3D2Vを使用しています。重

要なものに重量を裂いた分、その他ではできるだけ稼がないと超過料金の対象と

なってしまいます。

だた、長距離の輸送

だと傷みますし、そ

のままでは航空貨物

として預けられませ

んから、２年程前に

会社出入りの業者に

安く作ってもらった

専用のハードケース

に収めて持参しまし

た。最近の移動では

少々無理をしてでも

これを HF のメイン

リグとして使用して

います。（写真-2：FT-767GX専用ハードケース）

現に私は石垣までは他の二人と別便だったので僅かではありますが重量オーバー

（体重ではない！）となり、超過料金を払う羽目になりました。（同行の人間がい

れば超えた分は同行の人間のものとしてカウント可能とのこと）

＜使用機材＞

今回の使用リグはFT-767GXXとFT-857M、アンテナはHFハイバンド用のギボシア

ンテナ、７M用の逆Ｖ、それから6m用の２エレデルタループと144M用の３エレ

八木も持参しました。アンテナやポールもそうですが、なかでもFT-767GXXは固

定機で図体も大きく、単体で15kg程あるので毎回ヒーヒー言いながらもキャリ

アに載せて運んでいます。重いのは重いのですが固定機なので移動機より扱いや

すく、特にＣＷでの感度とＳ／Nが格段に違います。

＜宿泊先・運用場所＞

ホテルと名の付くところは一般的に高いので毎回宿泊するのは専ら民宿です。

もっとも石垣島など大きな島を除きホテルと称するようなところはなく実質民宿

が唯一の宿泊施設である場合がほとんどです。民宿の手配は交渉上手なJA0KNM有

賀OMが担当していますので詳しい経緯は本人に聞かないとわからないのですが、

基本的には予めアンテナを架設できる２階屋上がある民宿を探し、移動運用が目

的であることを伝えてアンテナ架設を予約時に承諾してもらっています。
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やはり離島は海がとても綺麗のでスキューバダイビングが目当ての宿泊客が多

く、有名な海底遺跡やハンマーヘッドシャークを見に来る客が殆んどとのことで

した。

今回お邪魔した民宿は与那国町町役場正面にある「さきはら荘」で、母屋の横に

客間を増築したような構成なっています。（写真はYahoo e-groupの hamfes3am

から閲覧/ダウンロード可能）今回は持参する同軸の条長が不足しないよう２Ｆ

の部屋で、他客に音波のインターフェアを与えないよう角部屋を手配して貰

＜到着、そして早速のアンテナ架設＞

初日は到着便の遅れもあり与那国空港到着は5時過ぎになってしまいました。し

かし、さすが本邦で最後に日の沈む場所！まだ日は充分高くでまるで3時ごろの

ような日の高さでした。ターンテーブルからの荷物を取り出しキャリアに載せ

て出口に向かうと予め頼んでおいた迎えが来ていました。（ちなみに、八重山の

離島では石垣島など人口が多いところでなければタクシーは営業していません。

但し、予め頼めば大抵の民宿は無償で空港や港まで送迎の送迎に快く応じてく

れます。）

中には無線に理解を示してくれない宿もありますが、6月初旬はどの島でも閑散

期にあたるため比較的歓迎してくれるところが多いようです。

いました。概して離島

の民宿は隣部屋との隔

壁が薄いので、このあ

たりこちらから気遣う

ようにリクエストすれ

ばその他のお願いも案

外快く応じてくれるよ

うです。（要するに「気

は心」！）、初日は我々

のグループだけでした

ので貸切状態でした。

民宿さきはら荘前にてJJ1EQW佐藤OMと（左が筆者）

10分ほど車に揺られると目的の民宿「さきはら荘」に到着しました。宿に着い

て月桃茶で喉を潤すのもほどほどに早速荷物を2階の部屋に運び込み機材を開

梱、アンテナの架設に取りかかります。
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＜南大阪AMロールコールへのチェックイン成功！＞

1時間ほどの居眠りはスケルチが断続して開く音とIGYのビーコンに覚まされま

す。なんと、とっぷり日が暮れたのにも関わらずまだ6ｍが「開いている」で

はありませんか!!時計を見るとあと1時間弱ほどで9時。果たして時計が9時を

指すと同時にダイヤルを 50.550MHz にダイヤルを合わせると弱いながらも

JA3XQO/竹中さんのＣＱが浮き上がるように聞えてきます。しかし、AMでは未

だNGでUSBにして何とか内容がわかる程度でした。いつフェードアウトするか

わからないのでとりあえずクロスモードでもチェックインしようとSSBで呼び

かけますと即応答があり、55-59でレポート交換、こちらからの電波は強く行っ

ているようですが、こちらではまだAMで出来るほどのコンディションではあり

ません。私がレポート交換を終えると、JA0KNMがあとに続きました。その後も

３人で駄弁りながらBGM代わりにロールコールを聞いていると徐々にレベルが

上がって来て、遂には５９で入ってくる局もあるようになって来ました。

一方6mもQSBの周期が早くなりフェードアウトの兆候。コールが途切れるよう

になると、全員早朝の起床と長時間の移動で疲れていたため誰言うとも無く全

員居眠り状態でｚｚｚｚｚ。

今年は3人といつもより１人少ないので各自がやることは多かったのですが、移

動用に自作されたデルタループはほとんど工具も不要であっという間に組みあが

ります。架設したマストは5mの伸縮ポール2本だけです、これを支柱にギボシ

アンテナと144Mの3エレ､７M用の逆Ｖも架設しました。（フォトアルバムの写真

参照）しかし、場所の制限からエレメントの端が、ＴＶアンテナ（UHF）の近傍

に来てしまいこれが後で悪さをすることになります。

＜夕食、そして運用開始＞

アンテナが組みあがるともう夕食の時間となっていたので、とりあえず食事を摂

る事としました。１Fの食堂に下りる前にとりあえずワッチすると何と６ｍが開

いているではありませんか。これはイケルと確信し悠然と食事に向かいました。

初日は客が我々だけだったこともあり、島のことや無線のことなどを女将に聞い

たり聞かれたりしながらのんびり食事を楽しみました。食事の際に女将から地元

の泡盛「舞富名」を出されたのでほろ酔い気分にはなっていましたが７時半ごろ

には部屋に戻って運用を始めました。案の定まだ6ｍは開いています。若干QSB

は深いもののJJ1EQW/佐藤OMが快調にパイルをさばきます。私は21Mを運用、各

局に見つけてもらえるようコールと地名を頻繁にアナウンスし、ゆっくりした

QSO を続けていると断続的なパイルになって来ましたが、日のかげりと共に

フェードアウトしました。
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＜上がらないコンディションとインターフェア＞

初日の晩の華々しさはどこへやら、２日目からは6ｍがさっぱり開いてくれま

せん。断続的には開いてはくれますが如何せん全く安定しません。21Ｍも昨年

の波照間や一昨年の西表に比べてＱＳＢの周期が短い上に深くコールが続きま

せん。その分近距離の沖縄本島や南西諸島が強力で相手の局も「与那国がこん

なに強く入るのは珍しい」とのコメント。コールが途切れ、止む無く18Ｍに下

がってQRVを始めました。７Ｍは本土よりBV（台湾）の国内局のラグチューの

方が強いのですが、ＣＱを出しても呼んでくるのは数局のみでした。夜になり

バンドを切り替えて７MでCQを出していたとき、女将からTVに大音響が入っ

ているとの苦情が入りました。先ずあやまり（これが重要！）、運用を停止して

至急対策する旨伝えました。

リグ＋電源はhomeでも使っているものですから予め充分なコモンモード対策を

施してあります。原因は９割方アンテナと判断して屋上に上がると案の定７M

の逆Ｖのエレメント先端がほとんどＴＶアンテナに触れそうな状態、これでは

インターフェアも仕方の無いところ・・・・・。逆Ｖの展張角度を変えＴＶア

ンテナから充分離して「試験」するとバッチリ止まりました。その後、万一再

発したら遠慮なく言って来て欲しい旨女将に伝えましたが、その後は一切イン

ターフェアは発生しませんでした。（同時運用時には2台のリグの間で若干の混

変調はありましたが・・・）

時間は既に9時半を回ろうとしていましたがそこで再度AMに切り替えすかさず

コールするとコールバックが・・・、とうとう日本最西端から6ｍAMで南大阪

AMロールコールへの2WAY-AMでのチェックインに成功しました!!暫くその後の

様子をワッチしていましたが、初日に全てを達成した充実感と新たに襲ってき

た睡魔のため翌日以降の大オープンを期待してその日は床につきました。

＜特徴ある伝播＞

前述のとおり私自身今年で連続3年目の八重山移動になりますが、八重山諸島か

らの電波はどのバンドでもより強く本土（北）方向に届く非対称の伝播のようで

す。非ビームアンテナを使うＨＦの場合でも似たような傾向で、最終日の明け方

はＥＵが束になって呼んできて短時間ながらうれしい悲鳴を上げました。もっと

も、この特異な伝播が毎年我々の背中を押して離島運用をさせているのも事実で

す。
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また、離島運用は海外運用よりはお手軽ですし、連休やお盆のシーズンをはずせ

ば安い航空券も手に入りやすくなります。前述のとおりアンテナの架設や１人あ

たりの手荷物の重量制限枠もグループではシェアできますから、機材を持っての

移動運用は2～４人のグループが適当だと思います。週末＋αで充分ですからみ

なさんも一度南の離島からQRVされてみませんか、準備や費用の工面などそれな

りには大変ですが、いつもとはチョット違った雰囲気とJA＋DXからのパイルが

貴局を歓迎してくれるはずです。尚、JIIAについては詳しくは次のURLをご参照

ください。                     http://www.h4.dion.ne.jp/~ji6uru/jiia.html

コンディションばかりは運次第ですが、Esシーズンと言われる５月～８月ごろな

ら「あたる」確率が非常に高いと思います。わざわざ海の綺麗な場所まで行って

無線の運用と言うのは、家族はもとより職場の上司にもなかなか理解してもらえ

ませんでしたが、恒例行事にしてしまうと、「お父さんは毎年この時期は島に行く

ことになっている」とか、「この時期は年中行事なのでお休みを頂きます」と言え

る様になります！？（諦められている！？）

＜離島運用の勧め＞

沖縄本島のOMさんの情報では、与那国島には昨年までは気象庁の職員が駐在して

いて唯一の常駐局としてQRVしていたそうです。しかし、現在常駐局は居ません

し、八重山諸島でも小さな島には常駐局のいない島が他にも沢山あります。IOTA

では八重山諸島は「AS-024」で括られており、そのうちの何処とConfirmしても

IOTA上は同じですが、「JIIA」（Japanese IOTA Islands Awards）と言う新しい

アワードでは同じIOTAナンバーの各島々に固有のサブ番号が割り振られ、それら

とのConfirmがポイントとなるのでそれを狙っている局も少なくないと聞きます。

特に北米やEUの局からは、JAから見たカリブの島々と同様八重山諸島の要求度は

非常に高い。
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全国のAM ファンの皆様一昨年は悪天候のため８ 合目からの運用、昨年は中止にな

りご期待にそえなかったので今年も下記の要領で「全国6mAM ロールコール」に

チャレンジすることにしました。各エリアの皆様奮ってご参加をお待ちしていま

す。

運用場所： 富士山山頂

実 施 日：2004 年9 月18日

時 間： 19 時頃より

周 波 数：50.6 ＭＨｚ 付近

キ ー 局：JA2AZZ,JF2QKA,JL2VXR,JA1EEZ 他

なお天候不順が予測される場合は中止いたします。

なお情報は下記のＢＢＳ で公表いたします。

http://www.6mam.com

なおキー局の一員として富士登山に参加ご希望の方がいらっしゃいましたら

右記へご連絡ください。ja2azz@jarl.com 又はja1eez@jarl.com

第２回全国6mAMロールコールのお知らせ

「6mAMロールコール」キー局(ネット局)募集 
6mAMによるロールコールはAMのアクティビティの向上を目指す各地区の有志の手
によって運営されています。皆それぞれ勤めの合間を縫って時間を作ってキー局(ネッ
ト局)を勤めています。しかし仕事の都合、家庭の事情等で必ず毎回運営出来るとは限
らない事情が続いています。そこで各地の 6mAM によるロールコールではキー局(ネ
ット局)を勤めてくださるかたを随時募集しています。毎月でなくてもかまいません年
１回でも２回でも良いのでご協力いただけるかたがおられましたらロールコールのキ

ー局（ネット局）か下記の各地の担当者へご連絡いただけると幸いです。 
［1エリア］JP1EVD  Ｅメール jp1evd@jarl.com 
［2エリア］JA2AZZ  Ｅメール ja2azz@jarl.com 
［3エリア］JA3XQO Ｅメール ja3xqo@6m.net 
［9エリア］JA9SWR Ｅメール ja9swr@jarl.com 
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 * * *　６ｍＡＭロールコールグループへの運営資金の寄付のお願い * * *
　6mAMロールコールグループでは、できるだけ少ない経費で活動をＰＲしたいと考え、純

粋展示によるブース出展を行っており、本ブースのＰＲに大きな役割を果たしている当パン

フレットも無償で配布しております。しかしながら、出展経費が減免されている純粋展示で

あっても、ブース運営には出展費用やパンフレット作成などに数万円の経費が必要となっ

ています。これまで、当ブースの運営費は過去の積立金※や有志からの寄付金等で行っ

てきましたが、10年以上の純粋展示を行う中で、運営資金が底をつき、出展そのものが不

可能になりつつあります。　ここで、誠に勝手なお願いではありますが、本パンフレットをお

読みになり、当グループの活動にご賛同頂ける方に、ご寄付をお願いし、今後の運営資

金にしたいと考えております。ただ、純粋展示ブースにおいて、ハムフェア会場内で寄付

を受けることは販売と見なされる可能性があるため、今回、試行として別添の郵便振替用

紙による寄付をお願いすることとしました。　なお、寄付は、少額で構いませんし、寄付の

有無でロールコールにおける扱いに差をつけることはありません。その点、あわせてお知ら

せします。

　寄付をお願いする郵便振替口座の番号と名義人は下記の通りです。

口座番号：００１６０－９－５５０５３７

口座名称：６ｍＡＭロールコールグループ

※積立金

１０年以上前は、当グループではハムフェアでも販売展示を行っており、その時の積立金

です。　なお、この件に関して、さらに詳しい情報をお知りになりたい方は、

会計担当のＪＫ１ＯＮＮ(jk1onn@jarl.com)までおたずねください。

来年も「6mAMロールコールグループ」のパンフレットの原稿を募集いたします。
内容：

(1) 各地のロールコールの紹介

(2) ロールコールの運用状況の紹介

(3) 各地のＡＭアクティブ局の紹介

(4) アンテナ、無線機などの製作記事

(5) 移動運用の報告

(6) 設備や無線機の紹介

(7) その他ｅｔｃ．

以上の様になんでも結構です、原稿と写真をお送りください。

原稿の細目についてはは原稿送り先にお問い合わせください。

原稿納期：2005年６月末頃
原稿の送り先　　tatsu1eez@fa.mbn.or.jp

原 稿 募 集
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JH5UPI局のフィールド運用風景


